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論 文 内 容 の 要 旨 

 

バイオマス由来のフルフラールおよびその誘導体を開環して、選択的に 1,5‐ペンタンジールを合成す

るための Ni-Y2O3触媒および Ru含浸 Ni-Y2O3触媒を開発した。 

 Ni金属のみでは、フルフラールを水素化したフルフリルアルコールを経て、さらに水素化したテトラヒ

ドロフルフリルアルコール（THFA）まで進行するが、フラン環の開裂に不活性であった。Niに Y2O3を添加

した二元系触媒（Ni-Y2O3）にすることにより、フラン環の開裂が可能となり、さらに、1,5-ペンタンジオ

ールを選択的に得ることを見出した。また、Ni-Y2O3触媒の水熱法を用いた調製後に、623 K で焼成を行う

と、より高活性・高収率で 1,5-ペンタンジオールが得られることを見いだした。さらに、塩化ルテニウム

を含浸法により Ni-Y2O3に少量（0.6-5wt%）添加すると、フラン環の開裂を促進することが可能であること

を見いだし、水素圧 2 MPa、反応温度 423 Kで、40時間後に THFAから 1,5-ペンタンジオールを 86.5%の高

収率で合成することに成功した。この成果は、台湾で開催されたバイオマス触媒変換国際会議 (ISCCB 

2016)や３編の学術雑誌に発表され、高い評価を得ている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 

 

バイオマス由来のフルフラールおよびその誘導体を開環して、選択的に 1,5‐ペンタンジールを合成する

ための Ni-酸化イットリウム触媒および Ru含浸 Ni-酸化イットリウム触媒を開発した。 

 Ni金属のみでは、フルフラールを水素化したフルフリルアルコールを経て、さらに水素化したテトラヒ

ドロフルフリルアルコール（THFA）まで進行するが、フラン環の開裂に不活性であった。Niに酸化イット

リウムを添加した二元系触媒にすることにより、フラン環の開裂が可能となり、さらに、1,5-ペンタンジ

オールを選択的に得ることを見出した。また、Ni-酸化イットリウム触媒の水熱法を用いた調製後に、623 K

で焼成を行うと、より高活性・高収率で 1,5-ペンタンジオールが得られることを見いだした。さらに、塩

化ルテニウムを含浸法により Ni-酸化イットリウムに少量（0.6-5wt%）添加すると、フラン環の開裂を促

進することが可能であることを見いだし、水素圧 2 MPa、反応温度 423 K で、40 時間後に THFA から 1,5-

ペンタンジオールを 86.5%の高収率で合成することに成功した。この成果は、台湾で開催されたバイオマ

ス触媒変換国際会議 (ISCCB 2016)での口頭発表や３編の学術雑誌に発表され、高い評価を得ている。 

 この論文の成果は、平成３０年１月１６日に公開論文発表会・審査会を開催し、論文発表と質疑が行わ

れた。また、平成３０年１月１５日に剽窃チェックソフトを使用し、論文がオリジナルであることを確認

した。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




